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「メンデノレ家12人兄弟館の書」について（10）
（第2巻第2部）
坂本信太郎
はじめに
　本稿では先づ中世手工業者を大きく特徴づげている団体，ツソフトについて
概観し，次いで前回に引き続いて「メソデル家12人兄弟館の書」第2巻の81．
から一20v一までの職人の紹介・解説を行う。浅学による不傭の点については
御教示・御指導を頂きたいと存じている。
1．職人とツンフト
　中世初期の荘園での生活は，すべてが極めて単純で簡素だった。例えぱ，家
屋は，教会・修遣院の石造りを除いて，木造，藁葦き或いはこけら葺き屋根，
泥塗の壁，編垣が普通で，二階建もあったがまだ不完全で安全とはいえず，殆
んどが平屋であった。窓は側壁にあけられた煙出し兼用の小さい採光口といっ
た程度のもので，開けたままか，せいぜい紙，亜麻布，または油紙か薄くなめ
した皮紙で覆い，夜は板戸で閉めた。窓ガラスのような賛沢品はまだ教会・修
道院に限られていた。窓ガラスが一般に用いられるようになるのは15世紀以後
のことであ乱亦，屋内を見てみると，床は土間で，その一隅に平炉かまどが
備えられている。そして藁敷のペッド，X字脚の簡素なテープル，内壁に沿っ
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て置かれたベンチ若Lくはベソチとしても使用された長持ちぐらいで殆んど家
具らしいものは見あたらない。平炉のかまどは調理用兼暖房用でもあり，薪の
烙は照明にもたっれローソクや燈油を燈火に用いるのは教会だけで一般には
肥松の木片，鉢の中で燃やす脂肪であった。しかも節約と防火を兼ねて早々に
就寝するのが普通だった。
　僧侶・貴族・領主以外の庶民の衣服は大麻製の粗末なもので，それでさえ就
寝蒔には脱いで裸になった。
　このような状態が日常であったので荘園内の物質的要求はいたって軽徴・単
調で殆んど家内生産で間に合った。家屋でさえ自分の手で建てた。当時，唯一
の専業手工業者としては鍛冶屋が目につくだけであった。
　領主は食料は勿論のことであるが，必要とする手工業製晶は領内の自由民，
非自由民の貢租と，非自由民の賦役により賄った。そしてそれで充分であっ
た。
　ところで，主として教会が必要とする賛沢な装飾品となると，その製作には
高度の技能が必要だった。そこで領民中の器用な者や熟練者或いは特別に製作
技術を教育され，養成された老が用いられれこの養成の場を受け持ったのが
修道院内吾こ設けられた仕事場であった（聖ガレソ修道院，St．Galleenが有名
である）。これらの者達は非自由な身分の老達であったが，隷属する聖或いは
俗の領主に一定の製品貢租を納めた後は，多数の領民達の為めに報酬を受げて
労働することを許され，次第に経済活動において自由に行動出来る手工業者に
移行した。やがて領主権力の衰徴，商業の発達，貢租の金納化，都市の出現な
どの議情勢の控移に導かれて自由な身分の職人になっていった。そして12世紀
に入って手工業者の解放，自由化が法葎的にも確立されることになった（1114
年，ハインリヅヒ5世のWomsの町に対する特権状下賜が契機となった）。
　中世の手工業者は生産技術老であると同時に，その製晶の販売も営む小資本
家であり，商人と対立するところがあった。しかL商人達の力には及ぱなかっ
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た。商人達はかつて隊商を組んで移動していた遠隔地商業時代の団結の気風を
忘れることなく，それを発展させて商人ギルドを結成Lた。そして商業の繁栄
狂努力L，一致して各種の勢カと闘い，勝ち抜いていった。やがて都市門閥の
一翼に列し・市参事会員になり都市行政を掌握し，支配的地位を占めるにいた
った。そして都市当局の公権力を行使して，職種別の手工業者数を制限するな
ど・季工業者の活動に可成り立ち入った取り締りを行うようになった。
　これに対L手工業者も，商人がギルドを結成したのと同じ様に，自己防衛と
自已主張の為めに団結し，同一織種の手工業者の同業組合・ツンフトを結成し
たのである。
　この同業組合は種々な名称で呼ぱれている。ツソフト（Zunft），ギルデ
（Gilde），イヌソク（Innung），ゲヴェルク（Gewerk），アムト（Amt），ハソ
トヴェルク（Handwerk），マイスターシャフト（M1eisterschaft），ブルーダー
シャフト（Bruderschaft），ギルド（Gild，Guild），コーポレーション（Co㎎o・
ration），メティェ（M6ti6r），アルテ（Art6），オフィキゥム（O冊cium）な
どである。
　同業組合という呼称の最初の出現は10世紀のイタリア諸都市で，亦最初のツ
ソフト規則は12世紀である（ローマ第2代のNuma王（BC．715～637）の時
代に，特定業種の技術親方に技術に専念させ，徒弟養成のゆとりを与える為，
都市住民としての負担を免除すること，亦彼等に独自の裁判権を許すなどの内
容を有するツソフトに似た“技術者の伸間”或いは“組’’と呼ぱれるものがあ
ったという）。しかし，一般にヨーロッバ各都市でのツソフト形成は13世紀か
ら14世紀にかげてであっねニニノレンベルク市の刀剣鍛冶が1285年，ナイフつ
くりが1290年，針つくりが1370年，アウグスブルクでは1301年にナイフつくり，
1360年板鎧師，輸鎧師，鋸つくり……というようにこの期間にたってから重要
手工業の殆んどすべてに結成された。
　ツソフト制度の第一の特長はツソフト成員のみがその業を営むことが許され
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るという“加入強制”，所謂“ツンフト強割”である（G．Y0n　Belowはツソ
フトを，ツ：■フト強制を逐行する目的で結ぱれた自由た手工業老の自由な結合
と言っている）。成員以外のすべての老を排除するというこの定めは，手工業
者の数の制隈を意図する都市当局の規制と合致すると同時に，加入を認められ
た特定数の業者のみが仕事を営めるという経済的に極めて有利な特権をもたら
すものである。ツソフト成員の講かが市民生活の利害を冒し，市当局に介入の
きっかけを与えるようなことをLない隈り，ツソフトはこの独占的特権を持ち
続げることが出来るのである。このような特権維持の為と，自からの職業の尊
厳保持の念から13世紀のツソフト文書は，ツソフト結成の目的として消費者保
護をその任務として強調している。商品品質の保証と良品の公正価格での販売
を前面に押し出しているのである。そしてこの為めに原料購入から販売にいた
るまでの商品製造の全過程の厳重な監督をツソフトは実行した。（○．ツソフト
長老は欠陥品を探し出し市長と市参事会員に提出すべきものとする。○一基準以
下と判定された製品は没収若しくわ破壌することが出来る）。
　ところでこのツソフトの行為は，次のようにツソフト制度におげるもう一つ
の特長に密に関わっている。ツソフト制度における第二の特長は“ツソフト成
員楯亙の平等と連帯”である。成員全員の利益・特権の平等化・収入の平準化
である。これの実行の為めにツソフト規約の中に原料購入，製造方法，労働跨
間，営業規模（雇用職人数，使用徒弟数，賃金，仕事場・店舗数など），販売
につき出来るだけ同一条件を維持する条項が唱えられ，更にツソフト長老によ
る立ち入り検査，監督そして処罰権が示されている。これは正に消費者保護の
場合と全く軌を一にした規定といえる。
　さてツソフト制度第三の特長は，将来親方となるべき職人や徒弟に技術教育
を施し，伝習して立派危後継老を養成することである。4年たいし7年に亘る
各ツソフト所定の修業期間を終了した徒弟は，親方作品の審査を受げ，それに
合格して十分な技能を認められると，始めてツソフト加入を許され，新親方と
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して仕事場を持ち，猿立Lた営業を営むことが出来た。親方になることは職人
や徒弟達の憧僚であった。しかしツソブト加入の為の負担金は容易なものでは
なかった。親方作品の製作には材料・製作費，指導謝礼，審査料，ツソフトヘ
の手数料などが必要だった。亦絶えず上昇するツソフト入会金，親方就任祝賀
被露宴一・・何れも馬鹿にならない高額な出費である。能力の上では可能であっ
ても，資産の無い者は事実上親方になる望みを絶たれ，一生涯職人のままで居
るほか何の展望もなかった。彼導は他都市に移って新たに親方になれる機会を
窺うか，親方に雇われるカ㍉ツソフト権の及ぱない地方に移って営業するか亦
は修理を業として遇すしかなかった。14世紀半を過ぎると，各地で，この’よう
た職人達が団結した職人団体（Gesel1en　verbをnde）が形成され，ツソフトに
対し地位の改善，労働時間の短縮，賃金引上げなどの要求を掲げて立ち上っ
た。親方達の不当た処遇・処置には“親方からハソマーを取り上げる”（den
Meistem　den　Ham㎜er　lesen），却ちストライキを以て断乎として斗うにい
たった。15世紀には両著の問の紛争が絶え杜かった。
　ツソフトカロ入困難の原因は，都市市場の狭隆なことにもよるが，何よりも親
方達がこれ以上新たな競争老の出現を恐れ，利已と保身から親方数の制隈を強
く欲したからであった。新親方の誕生は，親方の地位に欠員が生じた時にのみ
限られていった。それも親方の息子か，親方の未亡人亦は娘と結婚した職人に
優先して与えられ，全くの新人斌他から入る余地はなかった。
　ところで，経済団体としての繭だけがツソフトのすぺてではなかった。ツソ
フトの職種にふさわしい垂着を守護聖人として崇め，教会内に独自の祭壇を設
けて全員でその祭目を祝いミサを捧げる宗教的な講杜でもあった。亦，病気や
貧窮の状態にある成員や，成員の寡婦，孤児の世話・救済に手を尽して当る相
互扶助の団体でもあっねそして亦，成員の繕婚式，小児の洗礼，新親方誕生
祝い……何やかやと集会し，麓睦を深め，宴を開いて賑やか恋馳走振舞に楽し
く過す杜交的団体でもあったのであ乱更に見遇せないのは，ツソフトが市の
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軍事防衡隊とLて，市民から頼られる強力た組織体でもあったという面である。
　16世紀中頃まで，ツソフトは，都市にとり亦市民にとって，ブルジョアー精
神の精力的な源泉であり，都市発展の牽引力に満ちた存在であった。しかしヨ
ーロッバの各地に始まってきた杜会不安と混乱，秩序の衰退につれ，ツソフト
に内包していた利已的，排他的な傾向を愈々強めてゆき，形式主義に陥ち入り，
手工業の発展を反って麻輝させる存在にたり下ってしまったのであ私
2．　「メンデノレ家12人兄弟館の書」
　81．執事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・67
・Georg　Loesserは16q5年から1638年までの閻，メソデル家12人兄弟館の執
事ξLて勤務した。当初は宝石磨きの職人であった。彼は館の兄弟員ではたか
った。外部から採用されてきた職員で，このような形式の執事職は当館では彼
　　　　　　　　Fig．67執事
（Amb．317b。が，Bd］I＿2，81，Stadtbibliothek　Nbg．）
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が始めてである。
縁に飾りのついた柔かそうた帽子を被り，立派汝ラフ飾りで首を埋め，胸の
部分と上腕部にスラヅシュの入った上着，そして両側にボタソ飾りをつけたふ
っくらとLた膝迄のホーズを着けた彼が地下食料庫の扉の前に立っている。堂
　　　　み珪）々とした身形と態度は執事職の貫録充分である。細身のしゃれたバソドには沢
山の鍵を束にした環を吊Lている。そして右手に大きな錫製ジョヅキを持って
いる。館の一階の床面は道路面から高いので，地下食料庫は半地下武になって
いる。石敷きの路“Kart註user　gasse”の向い側は兄弟館の礼拝堂である（聰9・
2，商学302号，P．169参照）。
　彼が立っている場所は，Fi＆67と唖9．68を比べて見ると，どうやらFi9・
68のAの位置らしい。そLてこの図はFig．68に記したような視線に沿って
描いているようである。彼の後の赤瓦の小屋根のある門（Fig・68；B）の向う
は館の内庭で，その奥；クレーソが突き出ている建物は館の北西部に突き出て
いる3階の穀物食庫である。はしご枠の荷馬車で配んで来た穀物袋がクレーソ
で吊り上げられている。2頭の馬が嬢から外され，駆著に引かれて飼葉の御馳
　　1
　’ノ
努
　　B隷〆　へ
一二
蘭工㌣　　　＿泌
（ユ）地下倉庫　　　　　　　　　　　　（2）3階殻あ倉庫
　　　固g．68rメソデル家12人兄弟館」の図面
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走にあづかりに行くのであろう，足取りも軽やかであ飢
　81丁．メシヤ誕生・細密画
　rダビデの出身地ペッレヘムに向うヨセフと身重のマリヤはベツレヘムの宿
屋がどこも満員であったので，町の近くのほら穴の馬小屋に泊った。マリヤは
ここで子を産み，かいぱおげに寝かせた。
　その後，ベツレヘム近郊の野にいた羊飼い達は天使からメシヤ誕生とその宿
所を教えられて急ぎ参じ，赤子にまみえた。」
　82．財団理事者（図像は無L）
　DaYid　Hartzdorfer　I世は1613年4月23目に市参事会からメソデル家12人
兄弟館の理事者に任ぜられた。そLて1616年の死去まで，その任を務めた。
　図には彼の肖像は無い。彼の家紋と旧姓Oertel　Maria夫人の家紋の図のみ
である。夫人も1616年に死去した。
　82丁．短刀鍛冶屋
　短刀鍛冶のGe6rg　Gerttnerは1601年1月13日入所。70歳の時である。そし
て1616年9月30目癌で死去しね館には15年と37週間の在所であった。496番
目の兄弟である。
　窓際の仕事台で短刀の刀身をヤスリで調整Lている。ここには金床も万力も
見えない。
　83．ろくろ木工師　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．69
　ろくろ木工師のSi㎜on　Embterは1601年4月6日入所。55歳の時である。
そLて1628年4月6日祭目の夕方死去。当館には27年問の在所であった。497
番員の兄弟である。
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　固g・69　ろくろ木工師
（Amb．317b．2。，Bd＝皿＿2，83）
　しっくい壁，板張りの仕事部屋で，彼はろくろにかけた材料を丸棒状に仕上
げている。刃物（バイト）の先から次々と削り層がつながってひらひら舞い落
ちている。ろくろ盤の上には短かい柄のひしゃくが横たえてある。これもろく
ろで製作Lたものである。
　ろくろ盤の柱にはスリムな錫製ジョッキが掛けてあるが，木工細工で沢山出
る木層が喉の渇きを誘うからである。作業に応じて適宜必要な刃物をすぐに取
れるよう，壁面にも，亦ろくろ台上にも，身近なところに種々な形の刃先を持
った刃物（バイト）が置いてある。
　彼は調子よく足を踏み，加工物に回転を与えなカ；ら絶えず鋭い眼射Lを刃先
に集中している。足踏式木工旋盤には回転機構によって，つるべ式と弓弦式の
2種類に分類出来るが・この図の式はM一］I，4フ．（珊＆43，商学335号，p．172），
M－I，18帆（Fig－26，商学302号，p．191）と同様，つるべ式である。加工物の
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回転は交互に反転するので，伸々に熟練を要する作業である。精密た作業は容
易ではない。旋盤の台上，刃物（バイト）が置いてある板面に逆L字型の回転
可能な腕が備えつけてあるが，これはバイトを握った手を安定させて加工が出
来るようにする為の枕台である。
　83▼．仕立屋
　仕立屋の▽eit　Schoberは1604年8月19目，60歳の時入所。館に入ってから
長らく患い，1613年11月27日に死去し走。大変誠実で信心深い人物であった。
498番目の兄弟であ乱
　鉄格子の入った大きな窓に向うテーブルの上で，ラシヤ鋏で布地を裁断して
いる。傍に物指が立てかけてある。板壁の一都に小さな開き戸のついた用心覗
き窓が見られる。仕立屋の殆んどは，生地・材料は顧客が持参L，単に手問賃
を得るだけであったので，窓近く，疑い深い顧客の見ている処で仕事をするの
が通常であった。LかL，なかには手持の生地・材料によって注文に応じて仕
立を行うラシヤ商人を兼ねた仕立屋も屠た。このような仕立屋は亦衣類商人と
して出来合いの衣類を縫って販売することも行った。
　84．針製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．70
　針作りのAdam　Stre1aは1604年9月24日，55歳の時入所。1620年12月29目
死去。499番目の兄弟だった。
　仕事槻の端に小さな立方体の金床が据えてある。彼はねぢ式手万力に針をし
っかりとくわえ，小形の包丁様銑で針頭に目穴を作っている（M一皿，28．商学
333号，P．285参照）。このような針穴の針をrG1ufen」と呼び，この種の針の
製作業老をG1ufner，G1ufenmacherと呼んでいる。これに対Lて，M－I，
150孔（商学313号，P．240）に見られたような，穿孔した針穴の針はrスペイ
ソ針」と呼ぱれている。
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　　固9．70針製造人
（Amb．317b．γ，Bd皿＿2，84）
　最古の鉄針には目穴がなく，フック糸あった。目穴のある最初の針は15世紀
北海沿岸の低地諸国によりつくられたという。
　84Y．大工
大工のWolf　Schimerは1606年1月30日，67歳の時入所。1622年8月21日
死去。500番目の兄弟であった。彼は兄弟館のパソを持ち出そうとLた為，2
日間一室に閉じ込められたことがあった。
　兄弟館での食事は比較的恵れたものであった。そこで既婚の兄弟達の中には，
残してきた妻や子供達の貧しい暮しを案じて，ひそかにパ：■や肉，ワイソを盗
み出そ・うとする着がいたのである。
　長期に亘る苦労の多かった徒弟修業を終えた職人が，あこがれの親方にたる
為に親方試験作品の提出を強割的に義務づげられるようになったのは15世紀以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ為
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後の事である。親方試験作品の審査は非常に厳しい上に犬変な費用を要するも
のだった。大工の棟梁の場合，三軒の農家を建てることをもって親方試験作品
に代えるという決まりがあったとクリストフ・ワイゲルは述べてい私
　この絵では建築中の三軒の農家の小屋組が示されている。その小屋組のあい
だの広場で彼はせわしなく作業Lている。この三軒の中の一軒には上棟式の為
めの祝飾りの束柱（M－II，677．，商学335号，P，193）が取り付げてある。屋根
の棟木をあげる時，現在と同様，職人達や労働者達すべてに酒が振舞われ，祝
宴が張られ，祝儀（アーチ・マネー）が与えられた。
　85．パソ屋
　パソ屋であり亦箱作り職人のHanns　Gemainerは1607年5月6日入所，74
歳の時である。そLて1618年5月18日死去した。501番目の兄弟である。
　窓の外に張り出されている物売り台には大きなパソ塊と小形の丸パンが沢山
並べてある。ブ1ノツニルも石壁に差L込んだ細い棒に吊してある。
　ラフ飾りを着け，長袖シャツ，袖なしチョッキを着て，膝までのふっくらし
たズボソをはいた子供がバソを買いにきて，銭を差し出している。子供の腰に
は買ったパソを入れたのだろうか犬きな袋が下ってい乱
　857．仕立屋
仕立屋のGeorg　Widerbaurは1607年6月11日入所。59歳であった。入所
後病を得，目ごとに重くなったので1625年慈善病院に移した。そして1628年2
月14日死去した。502番目の兄弟であ乱
　　　　　　　Lつら　部屋の一隅に．設えた台盤上で箱型の椅子に座し，長袖の上着を縫っている。
袖つけのところに飾り縁がついている。
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　86．桶屋
　桶屋のH弧ms　Haweisenは1608年8月5日，68歳の時入所。1622年1月19
周死去。503番目の兄弟であった。
　細かいラフ飾りの衿，長袖シャツ，膝でくくってある半ズボソ，デフーブル
にLたカプチソ頭巾，そして胸から膝下まである大きな長い皮の前掛げをして，
樽のタガを締めてい私
　86T．屋根屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．71
　屋根屋のNicolaus　Eschbachは1609年8月26日，78歳のとき入所。そして
1622年1月30目死去。504番目の兄弟であった。彼は館から肉やバソ，ワイン
を盗み出したので，2度も禁固の罰を受けた。（本稿847．p．225参照）
　彼は細かいラフの衿飾を着けた長袖の上着に膝までのズボソ，デフーブレに
　　　肺g．71屋根屋
（Amb．317b一γ，Bd皿＿2，867．）
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Lたカプチソ頭巾，そして小さい前掛けを締め，つぱ広のラシヤの帽子をかぶ
っている。多数の棟瓦を紐を通して背負い，その紐を胸のところでしっかりと
押えて運んでいる。右手にモルタルのはいってる手桶を持ち，背負い紐を押え
ている左手には三角形のコテを掘んでいる。やや腰を屈めて足ぱやに現場に向
っているところである。背後には石積の三階建ての家が二軒あり■，3人の屋根
屋カミ赤スレートの瓦を修理している。一軒の屋根では瓦が半分はがされていて，
職人が1コープで体を支えながら作業している。もう一軒の屋根では屋根屋ハシ
ゴをひっかげて都分的な修理をしている。この家の一階の窓から屋台が出され
ていて，帽子をかぶった婦人らしい人がバソを並べて客待ちをしてい乱高い
煙突からのどかに黒煙が上っているが，何の作業場であろうか？「こんなに高
い煙突は珍らLい。
　87．左官屋
　左官屋のGeorg　Ho丘manぱ1610年2月5日，71歳の時入所。結石症に悩ま
されており，ベッドに倒れこむことが非常に頻繁であった。そして1619年12月
31目死去した。505番目の兄弟である。
　ラフ飾り，長袖シャツ，膝までのズポソ，デフーブレにしたカプチソ頭巾，
そして赤茶色の靴下の姿であ乱腰に白布をまきつげているが，これは前掛を
東ねて紐こぱさんだものであろう。左手に塗布ブラシ，右手に手斧を持ってい
る。腰の両側には，さやに入ったナイフ様のものを下げてい私足許には三角
枠吊り下げ水準器，種々な色シックイの入った桶や小壷が置かれている。
　背後のスレート屋根の犬きな家の壁繭こは丸夫で組んだ足場が立っていて職
人達が壁塗りに余念がない。足場は建築請負の穣梁（石工親方であることが多
かった）の所有物である場合もあったが，亦他所から賃借されて来ることもあ
った。このことは建築業がすでに高度に組織化されたものになっていたことを
示すものである。
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　　　Fi9．72流毛工
（Amb．3171〕。2o，Bd皿＿2，877。）
　87∀。硫毛工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．72
　硫毛工のHeinrich　Razerは1610年3月29目入所。金歳の時である。そして
1633年2月11目死去。506番目の兄弟である。彼は23歳の時には囲い地で下働
きをLていた。
　仕事都屋の床には大きな箱が伏せて置いてある。その上面には金属針製硫き
刷毛（M－I，138w，酎g．136，商学313号，P．220参照）の片方がLっかりと
固定Lてある。彼はその前に腰を下ろL，硫き刷毛上に羊毛を置き，両手掘み
の柄のついているもう一方の刷毛で力を入れて硫いている。床上の籠には硫き
了えた羊毛が入れてある。
88．織物職人
織物職人のLorentz　NOt㎡agelは1610年10月16日入所。56歳であった。長年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7獺
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に亘って館の風紀委員を勤めた。亦館の執事をも勤めた。そして1632年10月13
日の夕刻死去した。507番目の兄弟である。
　彼は多少猫背気味である。細かいラフ飾り，長袖シャツ，そしてスラッシュ
の入ったチョヅキ，膝までのふっくらしたズボソを着げている。立派な飾り足
のついたどっしりしたテーブルの上に吊り下げてある織り上ったラシヤ地を小
さな手鋏みで調えている。足許には犬きな秤とオニナベナ製のけぱ立て道具が
散乱している。
　887、左官屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．73
　左官屋1のCmrad　Dockhlerは1611年3月26日，72歳の時入所。そして1613
年11月22日になる直前の15分前に死去Lた。508番目の兄弟である。
　彼はがっしりした仕事台の上に置かれている部厚い犬きな大理石板上で色染
　　　Fi9．73左官屋
（Amb．317b．2o，Bd］1＝＿2，88T。）
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料の粉を細かく磨っている。亦この板上で種々な色を混ぜ合せたりもするので
あ乱混ぜ合せ用の木箆が置いてあるのが見える。この石板はr色石」と呼ぱ
れるもので塗装職人の備品である。ここで調製された絵具をモルタルやしっく
いに混ぜて塗装するのである。彼の前掛げはこの染料ですでに汚れている。床
上には調製した各色の染料が入った壷が並べてある。亦筆が何本もかめに入れ
られているのが見られる。壁に打ち込んだ棒には沢山のモルタル受けの板が吊
るしてある。
　89．庭師
　庭師のAndreas　Imho宜ぱ1612年8月5目，70歳の時入所。気の毒たほど
老いぽれて，よれよれにたったので館に入所させたのである。その後病気がち
の為め1613年9月20目，慈善病院に移された。そして同年10月27日夜1時に死
去した。509番目の兄弟である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ貞クイ　彼はつぱ広の浅い犬きな帽子をかぶり，クワとシャベルを担いで，板杭で囲
ってある庭園に向って犬またで歩んでいる。帽子の右縁はクワやシャペルを担
く時邪魔になら淀いようそり上げてある。庭園は広々としており，幾何学的に
整備された回遊式に造られている。大樹が何本も青々とした葉を風になびかせ
ている。亦花が咲いている草もみえる。
　89v．針製造人
　針作りのSimon　Geiderは1613年11月15目，60歳の時入所。彼は27年問市
民として塔守りを務めた。非鴬に誠実で良く働く人物であった。1629年1月30
日死去。510番目の兄弟である。
　彼は高い塔内の一室で，犬きく開いている窓に向って置かれている仕事机で
作業している。針を手万力にくわえて，鋭く尖った金鑓の先端で針穴を穿って
いる。今，時刻にたったのであろう，針作りの手を休めてトラソペヅトを吹い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク49
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て時を知らせている。石柱の面にはもう1つのトランペヅトが掛げてある。塔
はまだ上にのびていると見えて，上階への階段が続いている。窓からは，はる
か下方にニュルソベルクの景観が眺められる。
　90．バン屋
　バソ星のJacob　Kramerは1614年1月9日入所。73歳であった。そして
1618年4月16日死去。彼はパソ屋伸閲の信奉者達の為の代薦人でもあった。
511番目の兄弟である。
　石積のパソ炉から犬きなバソ塊を木製シャベルで敢り出している。炉の上部
には通風孔と燃焼孔が開いており，下部には薪置き場があ乱
　90Y　イギリス生地仕上エ
　イギリス生地仕上職人のPau1us　PreuBは1614年1月9日入所。66歳の時で
ある。そして1620年10月17日午後2時死去した。512番目の兄弟。
　彼は今作業台の上に犬変幅の広い英国製ラシヤ地をひろげ，これから蒐毛仕
上げをしようとLているところである。背後の板壁には，犬きな勇毛用バネ鋏
が掛げてある。彼の服装にはカプチン頭巾がたい。
　91、女子料理人
　ニュルソベルク市民のUrssu1a　Mlayrin　Wittibは1603年，聖ラウレソティ
ウスの祝目（8月10日）の8目前の目，館の女料理人として採用された。そL
て1619年まで務めてくれたが，この頃にはもう体が弱り，館の理事者や兄弟達
の為にぱかりでなく，自分の娘にも，亦5週毎に催される布施善会にも料理人
とLて充分恋仕婁が出来なくなっていた。そして，3年後の1622年9月1日遂
に死去した。
　彼女は細かいラフ飾りのある長袖のシャツの上にぴっちりとした胴衣を着げ
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てい乱腰廻りをふくらませた長いスカートをはいている。腰の後ろの部分だ
けひだをつけた白い飾り布で蔽りている。頭には縄目模様のついたラシヤ帽子
をぴったりとかぶっている。
　今石積の平カマドの上に片取手の付いた大きな壷をのせ，中心で燃え盛る火
の傍に押しやっている。カマドの両側には回転串に挿した沢山のブ回イラーが
焙られてい私煙出しフードの縁には壼が伏せられ，板壁には深鍋のフライパ
ソ，犬小多数の皿がきちんと並べられてる。銅製の犬きな水差しも見える。彼
女の足許には猫がうずくまっているぺ
　91▼．細密画，キリストの昇天
　キリストの復活の図である。墓から出てくるキリストの姿が描かれるように
なったのは，9世紀頃からと言われている。死に対する勝利のしるしである十
字文のついたのぽりを持ち，石棺の上に立ち今正に昇天せんとするキリストの
図である。
　92．財団理事者
　Diepoltes村の出身者，Georg　Abraham　Poemer，メンデノレ家12人兄弟館
の理事を1616年から1636年に亘って勤務す。1655年6月23目死去。図は1654年，
Joham　Pfann刻の理事者の鋼版肖像画である。
93．理事」Georg　Abraham　Poemerと彼の夫人Helene，旧姓Bayer（1651
　年死去）の紋章。
　93γ　従者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．74
　Geo昭Elsingerは市の参事会員の従者である。1616年11月21臼，56歳の時，
市当局からの指示に依って入所してきた。そして1617年4月15日，聖ぺ」テル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？5止
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　　　　固g．74従老
（A血b．317b．γ，Bd皿＿2，93▽．）
寺院の粗末た病人小屋で死去Lた。513番目の兄弟である。
　従老の彼は，今駆者の勤務に従事しているところであ孔ラフ飾りの衿，長
袖のシャツ，その上に腕く“りのところに飾りのある袖なし長衣をはおっている。
長衣には蓋つきのポケットがある。歯車形の抽車のついた膝のところで幅広く
折り返してある長靴をはいている。右手に鞭，左手に山高のフェルト帽を持っ
ているo
　彼は，ラフ飾りのある，豪華な今流行の服を着けている御夫人を乗せた四輸
馬車を御して市街を走っているところである。
　背後の建物はニュルソベルク旧市魔舎で，高く突き出たのこぎり壁の破風は
特に偉厳があり，しかも美しい。花形彫刻の丸窓，中間柱の入っている斜格子
ガラスの窓，実に堂々とLた建物である。騒舎の中庭に通ずるアーチ門の両側
には市の紋章が画かれている。壁に沿って軒屋根を備えた屋台が見えるが，小
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商人の為めの露店であろうか。
　市魔舎の右側にはがっちりした板扉のある石積みの商人館が華んでいる。
　市壁と市魔舎と紋章は中世都市の象敷であった。市民達にとって，文派な市
魔舎を持つことは誇りであったので，競って豪華な建物を造ろうとした。
　94．フスティアン織織エ
　フスティアソ織工のBastian　Lohnerは1617年4月20目，60歳の時入所。
1632年11月14目死去Lた。514番目の兄弟である。　　　　　　一
　M｛，43．（醐g．40，商学335号，p．165）と同様の図である。
　947．鍛冶屋
　Hanns　Bu屹は1618年5月9目，71歳の時入所。彼の職業は鍛冶屋と言らて
いるが，サフラソから黄色の染料粉を造る職人（Safran　maler）なのである。
1623年2月24目朝2時に死去Lた。515番目の兄弟である。
　犬きなつぱのあるフェルト帽を被り，膝まであるマソトを羽織っている。あ
ちこちちぎれている皮の前掛の穴にトソカチを挿し込んでいる。床には彼が鍛
えたものだろうか鍬が一丁置いてある。亦蹄鉄と半月鎌そして彼のイニシアル
H，Bとを描いた紋章が見られる竈
　建築に於て，思いの外に沢山の職人を必要とする作業は，家の外壁や内壁な
どを，色しつくいや着色のろで塗るといったような非常に多くの単純注装飾の
作業であった。白や黄色で塗ることはすたれることたく，よく行われた。黄
色の色素とLては酸化鉄を含む帯黄色土（Ochre，α一Fe0（0H））やYel1ow
ochre（含水酸化鉄，Fe・0・・3H雪O）が用いられたが，更に高貴な黄色染料とし
てサフラ：■の雌しべを乾燥し細粉して得たものが好まれた。尚サフランの雌し
、べは薬用にも用いられた。彼はこの細粉作りの職人であったのだ。
753
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　95．織物仕上親方
織物仕上の親方Antto雌（Antwe叩en）のAdam　De　Fettは1618年7月
7日入所，63歳であった。そして1624年6月23日朝6時に死去した。516番目
の兄弟である。
　彼はニュルンベルク近郊のAntwerpenから新教徒であるという理由で追放
され，1569年ニュルソベルク市にやって来たPhilipP　De　Fettの息子である。
そLて1586年には織物仕上の親方にたった。（父親のPhi1ippも織物仕上職人
で，1570年にニュルソベルク市民になった。）
　タイル張りの床，シックイ壁の仕事都屋には犬きた婁毛用バネ鋏が掛けてあ
る。出入1コの扉は厚い板戸で，飾りのある頑丈な錠前がついている。壁の左隅
上都には四角い換気孔がある。しっかりした仕事台の上一杯に赤染羊毛布をひ
ろげている。彼の服装も顔付きも親方らLい威厳に満ちている。
　95v．貴金属鍛冶
　貴金属鍛冶のHanns　Rapoldtは1618年10月23日入所。64歳の時である。そ
して1625年6月22日午前7時死去した。
　彼はブッチエソガラスの入った窓際の木台に向って仕事をLている。特殊な
形をした金敷に銀製のコップを挿し込み，一端が球形になっているこれまた特
殊な金槌で叩いている。背後の板壁の棚こは豪牽な細工を施した金製の壼が3
ケ並んでいる。フイゴ，鍛冶炉の設備のある隣室の有様が板壁の出入口を通し
て見られる。
96．女子料理人
BanzenのBabette　GroBは女料理人として1692年当館に採用され，1693年
まで勤めた。そして99歳まで長生きをした。この図の中で彼女の顔には口ひげ，
あごひげ，眼鏡が墨でいたずら画きされ，醜くされている。
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　ラフ飾りのある長袖のシャツの上に袖付げの縁廻りに細やかな飾りをつけた
胴衣を着ている。3本の細い横線と裾近くやや幅の広い横縞模様のあるプリー
ツスカートをふんわりとさせてはいている。幅の狭い白い前掛けを締め，頭に
は前髪部分のみをぴったりと締めた革製らしいキャップをしている。髪が料理
に落ちこまない為である。今，洗い終えた土製の壷華丁寧にナプキソで拭いて
いる。拭き終えた壷はカマド上部のフードの縁に倒さにLて並べて置く。壷が
滑り落ちることがないようフードの縁には棒杭が立ててある。板壁に沿って沢
山の皿が整然と並べられ，すべてがきちんと片附けられている台処である。
　9一．皮なめしエ
　タソニソ皮なめし工のGeorg　Hollfelderは1622年2月5日入所。60歳の時
である。そして1633年4月11日朝2時に死去Lた。520番目の兄弟である。
　彼はシャツの腕をまくり，ももまである深い長靴をはいて毛削り刀で作業し
ている。背後の壁面には手かぎと毛削り刀が掛げてある。亦壁の額縁には誰か
の肖像画がかかってる。出入口の犬きな扉をあげて婦人が作業をのぞいてい
る。或いは彼に食事を告げに来たのかも知れない。
　91マ．真鑑板きさげ工　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．75
　真織板の表面を種々に加工したり，削り取ったりして加工する職人のHanns
Franckhは1622年3月19日入所。63歳の時であった。そして1629年1月29日
死去Lた。521番目の兄弟である。
　彼は木台の上で，これから細工しようとする真録板の表面にいぼいぽ模様を
打ち出そうとしている。このように表面加工で模様づげされた真録板を用いて
作ったものが壁に掛けてある蓋付水差Lである。このカロエで犬変しゃれた細工
物になることが分る。彼はこのよう淀素材板作りを専門にしている職人なので
ある。木台上に模様の原型を穿ってある盤を敷き，その上に真録板（亦は銅板
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　Fig．75真録板きさげ工
（Amb．317h2o，Bd皿＿2，97v．）
など）を置いてポ・ソチで叩いて模様出Lをするのである。棚の上には本が2冊
とトソカチの頭部が置いてある。
　98．真録細工師
　真録細工師のCunrad　Bachmanは1622年10月14目入所。63歳の時である。
そして1626年2月15日に死去した。522番目の兄弟である。
　彼はねじ式万力が据えつけてある作業台に向い，四角な椅子にかげて真録鋳
物のローソク台の都品にヤスリをかけている。傍の大きな籠には未加工の種々
な真鑑ローソク台の部品が一杯入っている。背後の壁には完成されたローソク
台がつけられている。何と優美な立派なローソク台であろう。
98又　ピーノレ醸造親方
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　ビール作りの親方のPaulus　P丘sterは1623年4月28目，73歳の、時入所。
1624年6月8目靭3時に死去。彼はピール作りになる前の22年聞，犬工職人だ
った。523番目の兄弟である。
　彼は長柄のひしゃくを手にし，自分がピール醸造親方であることを示すと同
時に，背景に於て手斧を手に角材を仕上げている姿で，若い頃犬工職人であっ
たことを暗示させてい乱
　99．レープクーヘソ菓子職人　　　　　　　　　　　　　醐g．76
　レープクーヘソ菓子職人のHams　Stuberは1624年3月151ヨ，66歳の時入
所してきたが，3月29日には自分から望んで退所した。そして物乞いになり街
中をあ一ちこちさまよい，遂には病院に収容され1624年4月6目死去した。彼は
葉子職人になる以前はWeidenm砒1e（ニュルソベルク郊外，Pegni吻川下
固9．術　レープクーヘソ菓子職人
（Amb．317b．2o，Bd＝皿＿2，99）
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流の川岸，M－II，珊g－1，⑬1⑱2の地域，商学333号，P．242参照）で水車小
屋の番人をしていた。524番目の兄弟である。
　レープクーヘソは一般には蜂蜜，コショウ入りの葉子で，中世では修道院で
よく作られた。クリスマスや新年には欠かせないものである。ニュルソベルク
のものは特に市の名物として名高い。バーデンでは目曜目の踊りのとき，若者
が意中の娘に愛情のLるしとしてプレゼソトする風習があるという。
　フライブルクのGOnterstha1修道院の手書き記録文書によると，小さい
のは3ポソド（ドイツでは1ポソド＝500g），大きいのぽ12ポソドもあるレ
ープクーヘソが記されている。亦レープクーヘソには，香辛料（6ロヅトの
サ！ウゼソ日ウ
竜挺香，4ロットのシナモソ，4ロットのチヨウジ；1ロット＝16g）入り
のベェステクテン（besteckten）と何も入れてたいアソベェステクテソ（m・
besteckten）の2種類があったことも記されている。この菓子を作るのに必要
な小麦粉は充分に粉ふるいにかげた精粉でなけれぱならなかった。
　彼は細かいラフ飾り衿，袖の長いシャツ，長いマソトを着げて，見事な図柄
を浮き出させた犬きなレープクーヘソを丁重に抱えている。この店自慢の豪奉
在ベステクテソであろう，得意満面である。背景の建物ぱレープクーヘソ菓子
屋である。彫像飾りのある窓の板戸をあげて，張り出した物売り台にレープク
ーヘンを並べている。この建物の豪華な正面のつくりはこユルソベル市内建物
の正面つくりの典型であ乱
　99▼．真録板板金工
真録板板金工のErha㎞tWastleinは1脳年5月15日，62歳の時入所。1625
年1月11日死去。525番目の兄弟であった。
　ラフ飾り衿のある下着の穂をまくり上げ，今叩き出してきた真鑑浅皿の縁の
部分を加工中である。職人は真鑑板から腕一本でどんな形も意のままに叩き出
すことが出来た。17世紀の中頃には真録板板金工は真織板だけでたく，ブリキ
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板も同じ様に加工するようになった。以節こは良く使用されていた，犬きな金
属板用鋏が姿を見せなくなっている。
　100．針金製造人
針金引きのWolf　Bδhemは1624年6月23目，66歳の時入所。無抽選で入所
出来た。そして1631年1月6日死去Lた。526番目の兄弟である。
作業の様子は既出のもの（例えぱM－II，36v．商学333号，p．298）と厨様
である。
　“無抽選入所”という記事が初めて出てきたが，このことはI624年半に入る
と，入所者を抽選で決めねぱたらないようになったことを示す。もはや館創設
当初の“経歴上問題のない’’（商学302号，P．169参照）という入所条件のみで
は選考し得ないほど多数の入所希望者が出てくるようになったと見える。
　1㎝γ　指貫き作り
　指貫き作りの．Martin　Winder1einは1624年の7月24目から8月9目の間に
行われた3回目の抽選の結果入所を許可された。1627年5月18目死去した。
527番目の兄弟である。
　彼は作業台に据えられている指貫細工用の特殊な金床に真録の指貫用筒を挿
L込み，ポニ■チで針尻受けの凹みを打っている。指貫周の特殊な金床はM－II，
52マ．，Fi＆46，47（商学335号，p．178）に既に見られるが，このような専用の
金床が使用されるようになったのは，一層の良品を需要の増犬に合わせて高能
率で製作しようとする職人達による自ずから恋る工夫，改善の努力が生み出L
たものである。
作業台上には真鑑製のものぱかりでたく，プリキ製の指貫用筒が散らぱって
いる。出来上った指貫は皿に入れられてある。
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　101．女子料理人
　かつては旅館の女主人であったMargaretePfa1erinは1624年10月11日，館
の料理人に採用された。彼女はニュルソベルク市民である。
　広々とした台処，石積平カマド上の薪置枠で薪が燃えさかっている。敢手の
ある蓋付壼からゆげが噴き出Lている。カマドの傍の調理台では料理済みの壷
からスープをすくい敢って彼女が味見している。そLて並べてある皿に取り分
けようとLている。フライバソがずらりと掛げてある奥の出入口の向うに，窓
に沿ってベソチのある都屋が見えるが，ここは館の食堂かと思われる。
　m17．真鑑綱工師
真鑑細工師であり，蛇口（飲み口）作りのGeorg　Webeは1625年2月20目，
抽選により入所を許可された。65歳め時である。館の風紀委員を勤めた。そし
て1α山D年3月3目死去した。528番目の兄弟である。
　彼は大きな衿飾りのあるそして袖口に4個も飾りボタソの着いた長袖上着を
着ている。衿飾りは紐でぴっち1りと衿元を締めている。そして肩ぐりのところ
に，これ亦飾りをつげた温かそう底チョヅキをぴったりとつげている。
　床から立ち上っているねぢ武万力に真録製の飲み口を喰え，このコックの都
分の摺り合せをよくする為め，丁字形の金具を用いてこすっている。この立万力
の締め具は取り外Lの出来る従来のような金具で次く，ねじの輸こ固定された
より進んだ方式のものである（M－II，38．7・，Fな36，商学333号，P・301参照入
　一m2．牧師，犬博士
　犬博士であり，新教の牧師であるLeonhardt　Zitschgerは市当局からの指
示により，1625年3月15目入所。84歳の時である。そして1634年5月4日死
去。529番目の兄弟である。彼はオーストリア中部の州，オーバー工一スター
ライヒ（0ber6sterreich）のEnnsを望む地域から，信仰上の理由で追放され
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たのだった。
立派なラフ飾りをつげ，長いマソゴを羽織り，手には聖書を持つ。偉厳に満
ちた顔立で，堂々とした気風カ憾じられる。背後には格子窓が美しい教会が見
られる。
　102v．コソバス作り
　コ1■パス（両脚器）作りの亙hrhardt　RueBは1626年4月27日，無抽選で入
所。64歳の時である。そして1632年8月31日の夕刻死去した。530番目の兄弟
である。
　彼は細かいラフ飾り衿をつけ，シャツの腕をまくり上げ，壁に備えつげた簡
素な作業台で，万力に挟んだコソパスの頭部を粗いヤスリで削っている。台上
には削り上ったのや，これから削るコソパスやらが散らぱっている。この中に
1個，比例コソパスらしいものが見える。其の他ハソマー，けがき針，弓ぎり
の回転部分らしいものも見られる。仕事部屋の奥にはテコ附きフイゴを備えた
、鍛冶炉，炭つかみ，木台に据えられている金床が見える。
　103．絹糸刺レゆう師　　　　　　　　　　　　　　Fig．77
　絹糸刺しゆう師のA1exander　Hohlfe1derは1626年4月3目，無抽翠で入
所。80歳の時であった。その後2年間全く沈黙の状態に落ち込んでしまった。
Lかし話しが出来なくたったのではなく，時折非常識な事を口走った。そして
1631年6月25日死去した。531番目の兄弟である。
　彼は白いカラー衿の長袖シャツを着ている。このシャツは肌が透けて見える
薄い絹物のようである。粋な模様にたっている。その上に袖なしの胴衣，そし
てカプチソ頭巾を着けている。緑色のテーブルクロスを掛けた机に向い，背も
たれのある椅子に座して仕婁をしている。右手に絹糸を通した針を持ち，左手
で支えている円板に入っているピーズ玉や小さい珊瑚玉，宝石を配色を考えな
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　Fig．77絹糸刺しゅう師
（Amb．137b。γ，Bd皿＿2，103）
がら掬い上げ針に通Lている。きらきら輝くこのような小玉の通った絹糸で刺
Lゆうした衣服や袋物はどんなに美しいことであろう。
　絹物はイタリアを経て東洋から来たので，稀れであり高価であった。その為
rほぐし女」という役目があって，古い絹織物をほぐLて糸を再抽出して新た
に紡ぎ，使用する状態であった。
　103Y．真録細工師
　真録細工師のHanns　Hartmamは1627年7月9目，70歳の時入所。そして
1628年12月7目早朝3時に死去。532番目の兄弟であっれ彼は市民砲兵隊の
砲術手でもあった。
　ラフ飾り衿，手首まである長袖シャツ，多少ふくらみのある短ズボソ・そし
て胸甲様たスタイルのチョッキをびちっと着げて立ってい乱壁側に備えつげ
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た作業台に一寸気敢った格好で左手をついて体を支えている。台上にはほぼ組
立て上った真鑑の燭台が2台と，燭台上部の回一ソク受げの部品がころがって
いる。この部品はねぢ込み武写なっているのか，はめ込み式なのかよく分らな
い。右手には真録製の蛇（56Y．，商学335号，固g．49，p．183参照）のある2
又の長柄の杖を持っている。これは犬砲の点火棒である。市民砲兵隊砲術手で
ある彼の犬切な道具である。
　104．小金属板打抜き工
　小金属板打抜き工のNic1auBFreyhamerは1628年6月7目入所。68歳の時
である。彼は走り使いもしていた。そして1630年1月26日78歳と半年で死去。
533番目の兄弟である。
　彼は木台上に置いた鉄板に帯状に薄く延ぱした真録板をひろげて，鉄製ポン
チで打ち抜いている。鉄板には丸だとか，長肖，菱形，短冊形とか場合に応じ
た形が穿ってある。亦ポソチもそれに応じた形に成形されていて，鉄板の凹部
とポニ■チの凸部により金属板が打ち抜かれるのである。打ち抜かれた小片がき
らきらと踊りながら周辺に散乱している。こうして作られた小片はコイソ遊び
や祭の日に被るボソネットにきらきらとぶら下げたりするのに使われた。器物
や衣類，袋物の表面にちりぱめて美しくきらきらと飾装するのにも用いられた
のである。戸外には槍をかついでマソトをひらめかせながら走り行く，若き日
の彼の走り使いの姿が異時同図で描かれている。
　1047．オノレガン弾き　　　　　　　　　　　　　　　Fig．78
　オルガソ弾きでもあり，亦オーストリァ領Be1rbachの裁判所書記官でもあ
ったCaspar　EiBnerは新教徒であった為Beirbachから追放されて，1628年
6月2目当館に入所した。60歳の時である。彼の入所は市当局の指示によるも
のである。そして1632年12月5日死去した。534番目の兄弟である。
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　　Fi9・78　オルガソ弾き
（Amb．317b．2。，Bd皿一2．1047．）
　彼は犬層豪華なラフ飾り衿を着げている。亦靴も蝶形飾りのついたしゃれた
紐で結んでいる。今，テーブル・ポジティフ型オルガソを演奏Lている。オル
ガソの基壇の部分，膝の近くに2本の柄つき紐が下がっているが，これは補助
老がこの2本の紐を交互に。引いて基壇の申の送風器を運転し，パイプに空気を
送る為のものである。Lかしこの図のような位置では演奏者の邪魔になるし，
板輸の運転機構から言っても問違っている。基壇の側面か或いは背面にあるべ
きものである。亦図ではパイプが皆同じ長さになっているがこれでは皆同一の
音程にたってしまう。普通は左から有へ段々短かいパイプが並んでいる筈であ
る。亦鍵盤を見ると斜に取り付げられてるい。その上鍵盤の幅が大変広い。こ
れは皮手袋をはめて力一杯鍵盤を叩いたかつての名ごりが幅の広さの中に見ら
れるのかも知れないo
　紀元前3世紀アレキサソドリアの人クテシビウス（Ktesibios）が水圧でバイ
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Fig．80　クテシピオス水カオルガソ
プに空気を送る水オルガソを発鋼した。この送風装置を水圧から鍛冶屋が使用
している鱗に変える重要な改良が行われ，ローマ圧縮空気オルガソが紀元3世
紀に出現した。亦6～7世紀に入ると鍵盤が導入されるようになったという。
そして10，11，12世紀の中世ルネサソスには天上から神秘な響を轟かせ，人々
の心を宗教的雰囲気に誘う教会オルガソとして使用されるようになった。この
オノレガソはポルタテイフと呼ばれ，小型で持ち運び出来る楽器で，比較的低廉
であり・教会のみでなく，領主の礼拝堂や裕福な市民の家庭の申にも拡がっ
た。吟遊詩人も肩にかけて各地を巡りながら，左手で輸を操作し右手で鍵盤を
弾いて演奏した。しかし17世紀には姿を見せなくなっていった。このポルタテ
イフ型式に対し，三脚台やテーブルの上に置く中形のオルガソ，ポジティフと
呼ぱれるオルガソがあ乱このオルガンになって，演秦者は両手で鍵盤を弾ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％5
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ることが出来るようになり，亦音域を増大させたが，風の管理者，送風者とい
う補助著を必要とするようになった。補助老はオルガソの背面や側面に備えら
れている撰形や円形の革輸や，長方形の板輸のレバーを操作Lむこのポジテ
ィフには，貴族や裕福た市民の家庭で良く用いられた抱えて移動させることが
出来るテーブノレ・ポジティフと教会や領主の音楽室・礼拝堂の床に設置し，移
動不可能た脚付きポジティフとがある。14世紀のドイツでは何れもが大変流行
Lた。13，ユ4世紀に入ると各地に犬聖堂の建立が始まり，オルガソも需要が増
したが，従来のポルタティフもポジティフも教会の大空間を十分に満足させる
ことは出来なかった。ここにオルガン製作に革命が始まり，犬きなパイプを多
数備えた3段鍵盤，更に足鍵盤を持った犬オルガソが出現するにいたるのであ
る。しかし18世紀半ぱを過ぎると，オルガソに対する熱は冷えて来て後退の時
代が到来する。それは1つにはオルガソの鍵の動きとバイプの発声する瞬間と
の間のズレ或いは音楽に感受性をもたらす強弱底どの抑揚に速応Lないこと，
従って音の徴妙な色合いの変化に乏しいといったオルガソが持つ複雑で過犬な
機構からくる宿命的な欠陥，次いで新しい倫理観の出現に基づくキリスト教会
の衰徴という杜会的政治的な要因などによるものであった。
　105．女子料理人
　Margarete　Ganseleberは1628年，館の女料理人となった。彼のこの名前は
あだ名であるかも知れない。ガチョウの肝玉マルガレーテぱあさんというのだ
から。
　石積の乎カマドの調理炉と犬きた石積のバソ焼き炉のある台処。床はたたき
土間で，一段高くした板張りの場所に大きな調理用机が据えてある。
　彼女はラフ飾り衿をつけ，長袖下着の腕をまくっている。ぴったりとLたチ
ョヅキ，ゆったりとLた長スカートを着用している。今調理机の上の錫皿に壷
からスープをそそぎ分けている。重々しい台処の扉の向うは館の食堂であろ
　766
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　1057．締め紐つくり
　締め紐つくりのHams　Engelbrotは1629年2月16目，73歳の時入所。1630
年11月23日の夜中1時に死去しれ535番目の兄弟であ乱
　板壁に四角形の窓がくり抜いてある。その窓下に引き出Lのある粗末な仕事
机が置かれてい乱彼は細い革紐の先端に筒形の金属板をはめ，横溝のある特
殊な金床上で金属板をしめつけている。顔のすぐ側には小さい覗き窓が開いて
いる。背後には紐の材料になる染色した革が桿に下げてあるのが見える。
　106．仕立屋
仕立屋のWolf　Rauscherは1629年2月16日，68歳の時入所。1632年10月23
日死去。536番目の兄弟である。
　彼の仕事場は犬層高い処にあると見え遙か目の下にニュルソベルク市の街の
姿が見える。亦この仕事都屋に到る為めの手すりのついた石の階段がある。板
壁に寄りかかりながら，裁縫遣具箱にもたっているらしい木製の箱に座し，チ
ョヅキの脇の下を縫っている。板壁には完成したスラヅシュの入った男子用上
着と婦人用の袖汰しで首廻りを犬きくえぐった上着付き長スカートが吊してあ
る。床にはラシヤ鋏みと布のきれはしが散らかってい乱
　106∀．生地仕上工
　織布仕上工のMa唖Sch㎜idtは1629年6月10目，78の歳入所。1630年3月
23目に死去Lた。537番目の兄第である。
　ラフ飾り衿の白い下着のシャヅを腕童くりし，雨手にアザミ製毛ぱ立て具を
持ち，織り上った羊毛布を雨面同時に毛ぱ立下てい乱床にはアザミ製起毛具
がいくつも木枠の台に並べて置いてある。壁には勇毛用の大きたぱね鋏が吊し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％？
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　107　瓦屋書記
Ehrardt　Erte1は初めパソ屋であつたが，次の5年間はランダウァー家12人
兄弟館の給事長を務めた。そしてその後12年間，瓦製造所の書記にはげんだ。
彼の入所は1630年6月9目，69歳の時である。1632年11月9日死去Lた。538
番目の兄弟である。
　ラフ飾り衿，犬きなマントに身をつつみ，その上にカプチ：■頭巾をデフーブ
レにし，前びさしの大きいフェルト帽を手にしている。背景には煙を盛んにあ
げている瓦焼き小屋とその前の製品倉庫の小屋がある。倉庫には赤色の平瓦や
棟瓦がぎっしりと積み重ねられてい孔
10パ．コソパス作り Fig．81
　　固g．81コンバス作り
（Amlb．3171〕．2o，Bd皿＿2．1077．）
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　コソパス（両脚器）作りのLeonhardtM伽chmairは1631年2月8目，73
歳の時入所。1633年2月10目死去。539番目の兄弟である。
　窓際のベソチに腰を下ろし，作業台に向って腕まくり姿の彼が作業してい
る。台の上には完成品やこれから組み合せる部分品が散乱している。亦ハンマ
ーとヤスリの間に大型の，案内弧のついた，しかも徴調節可能次ねじつきのコ
ンパスが見られる。これは桶屋や大工の必要品である。全体が木製で，その先
端部のみが鉄製の鋭い尖針になってる。この先端部尖針は，ここで彼に付けら
れるのである。窓の棚には2個の比例コツパスと開脚徴調節ねぢつきコソパス
が竹馬がひょこひょこ歩むでいるような格好で並べてある。・
　ヒュルソベルク市の精密機械製作職人は既に15世紀には高い地位を得てい
た。そLて亦ヨーロッパの中で屯大きた名声を持っていた。当市が精密機械
　　M6ist側tiiεke　d8r　Zhko㎞Ilmiede
Numberg，ユ6ユi
Stah1；Zange：L，31cm；Schraubzi1＝ke1：
I｛　31cI11；Feilk1obe口：I｛　17cn1
　　固9・82　ロソバス，親方試験作品
％9
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で他の諸国，諸市よりも一歩先んずることが出来たのは，レギオモソタヌス
（Regiomontanus，本名JohamM剛1er，天文学，数学者）やCuesのForschem
Nikoiausのようた科学者が当市に在住し，科学用測定器具を必要とし熱心に
その製作を創始したことによる。コソパス鍛冶の親方昇進試験には4種の作品
の製作が指示されていた。特殊ハソマー1本，手万力1個，ヤットコ1個，そ
して徴動ねぢ式コソパスである。
　当市の国立ゲルマソ博物館には親方試験作品の徴動ねじ式コンバス（Fig－81
中窓の棚にある3本のコ：■パスのうちの中央のもの）が展示されている。高さ
が約30cmで，その完壁な出来ぱえと美しさカミ見事に調和していてほれぽれす
るような作品である。このすぱらLい計測器具，コソバスは既に古代ギリシヤ
・ローマ時代に知られていたことからも分るように，実に長い歴史を持った器
具なのである。
　108、真録細工師
真録細工師のHieronimusWeiBは1631年2月14目，67歳の時入所。1632年
8月6目死去した。540番目の兄弟である。
　床から立上っているねじ式万力に真録製欽み口の本体をはさみ，コヅク嵌入
部分を丁字型の工具で摺り合せをLている。本稿1017．と殆んど同様の図で
ある。
　108▽．羅針盤作り　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．83
　ひようきん者の羅針盤作りであり，秤調整人でもあるHamB　Tucherは
1631年9月121ヨ，84歳の時入所。1632年6月10目，夕方4時に死去。541番目
の兄弟である。
　彼は誠実で陽気，そして慎重な頭脳のきれる人物で，このような精密器械の
製作にぴったりした親方であった。羅針盤だげでなく当市の特産品の一つであ
　フ70
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　　　Fi9．83羅針盤作り
（A血b，317b．γ，Bd皿＿2．1087．）
る携帯用日時計の製作も行った。作業台の上にはいくつかのブック型携帯用目
時計と羅針盤の磁針が見られる但窓下の壁面には砂時計カミ吊るしてある。窓外
には2色に染め分けた牽美な服装をLトルコ帽を被り，テントの前で新月刀を
振り上げている着き日の傭兵姿の彼が異時同図で描かれている。
　目の出から日没までの太陽の運行に伴って影の長さが変化することに古代の
人々は気付いた。そLてそれに基づいてL字型日時計が登場した。B．C．15世
紀頃であったという。L字型の捧の垂直部分が水平都分に投ずる影の長さで時
刻を測るのである。午前中は水平部分を西側に向げ，6分割に刻まれた目盛で
時刻が読みとられた。午後には東側に据えて同様にして測るのである。この日
時計は農民や人々の目常生活に密着した実用的時計であった。この目時計に対
しB．C，5世紀，カノレデア人べ肩ソス（Berosus）は半球型日時計を発明した
といわれる。四角形の石材の表面に半球をくりぬき，その中心にグノモン（示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　π1
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エジプトL型I≡1時劃・
グノモン
‘．スカフェ，別名半円目時計
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　　！
　　…
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　！騨轟の
　　　その地の
　　　緯度
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　　　　　　　＼
イスラムの目時計
ぷg．84日時計
影針）を立てた装置で，針の影を球面で受げるようになってい乱太陽運行の
姿を正確に写すことが出来る装置である。半球面をくりぬくことは工作が容易
でたかったので，技術的に作りやすい半円錐面型のものが多く使用された。こ
の半円錐型日時計はギリシヤ・ローマ人に大変もてはやされた。これらの日時
計はいづれム昼聞の時聞を12等分した時間を使用Lているので，時間の長さは
太陽の高度即ち季節によって変化する不定時法に基づいている。しかしL字型
目時討が影g長さを測るのに対し，半球型や円錐型は影の角度を測って時亥屹
知るoで，幸の原理は異なっているのである。
　中世ヨーロヅバに機械時計が出現したのは11世紀である。規則正しい生活と
祈藤にあけくれる修道院内に機械仕掛けの水時計が備えられた。13世；紀になる
と錘りで駆動する機械時計が登場する。そして14世紀にはヨー艀ヅパ各都市で
重錘武教会時計が時を告げるようになった。機械時言十の時間は常に一定に進行
　η2
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する定時法の時間である。中世の庶民の前に初めて定時法の時間が顔を出し
た。
　当時の機械時計の精度は日時計より遙かに劣り，機械時計の針を冒時計によ
る読みで補正する有様であった。しかL都市共同体にとって犬切なめば正確さ
（等時性）よりも同時性であった。機械時計の登場は市民に同一の時を知らせ
ることに恋り，新しい秩序をもたらしたのである。
　17世紀の後半になると可成り正確な機械時計が登場したが日時計は安価で便
利な実用的た道具とLて依然として重宝がられていた。そしで18世紀になって
も市民や商人達に使用され続けた。特に商業が盛んになり人々の族行・移動が
頻繁にたるにつれ，携帯用目時計の需要が増Lた。
　ヨーロッパの目時計は，地軸方向に一致させて置いた投影板（その稜線の角
度が，その場所の緯度に等しく作られている）が水平面に投ずる影の角度から
時刻を読みとるように作られたものである。これはイスラム教徒から学んだも
ので，この日時計による時聞は，地軸の周りを一日に一回転する太陽の全軌道
を24等分したものである。従って季節に影響されない常に一定な時閻を与える
定時法に基づくものである。
　投影板の稜線が天の北極を指すように目時計を一定方向に設定する必要があ
るので，固定式でない携帯用目時計では磁針が必要で，磁針を組みこんだ携帯
用目時計の出現は15世紀の終りからであ乱
　本図の折りたたみブック型目時計の2板の板の間に張られた糸淋投影板の稜
線にあたる。この型の目時計は真鏡や象牙などで製作されたが象牙製のものが
多かった。緯度に合わせて投影板の角度を変えられるように出来ているものも
あった。16世紀ニュルンベルクで有名危目時計製作者としてPau1Reinman
の名が広く知れわたっていた。
ク73
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　109．燧発銃着火機作り
　燧発銃発火機作りのHanns　Bischofは1632年8月21日，79歳の時入所。
1632年9月22目死去。542番員の兄弟である。
　彼は発火機製作のかたわら，30年聞を兵器庫の火器管理人を務めた。
　今彼はねじ式万カにはさんだ鉄板にヤスリをかげ撃鉄錠板を作製中である。
作業台には発火装置の部品；歯車，小円板，カム板，外板などが置かれている
（M一皿，71▼．耐g．57，商学335号，p．201参照）。背後の壁には組立完了Lた
発火装置や燧発銃の完成品が掛げてある。
　1097．リュート奏者　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．85
　リュート奏者のLOrentz　Weltterは1632年9月4日，72歳の時入所。1645
年4月5日，85歳で死去。543番目の兄弟であった。13年と5ケ月程の在所で
　　固9．85　リュート秦著
（Amb．317b．γ，Bd］I＿2，109Y．）
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あった。
　彼はこの合唱用楽器・リュートを館の屠間で時折兄弟達に奏でてやったよう
である。きっとリュートの妙なる響きは老人達に著々しい気カを取り戻させた
に違いない。この図は85歳の彼が5枚重ねの豪華なラフ飾り衿で飾り立て，譜
面机にひろげた薬譜を見ながら湊奏している姿であるが，品よく美しく描かれ
ている。彼は元気た体の持ち主で終始眼鏡を使用することも無かった。リェー
トはB．C．2000年頃からオリエソ、ト議国で発達した非常に古い弦楽器である。
普通11本の弦を持ち，この中10本は複弦で，最後の1本が最も高い音を与える
単弦になっている。従って皆で6種の異っ恕高さを奏することが出来私単音
で施律を弾くとともに和音を奏し得る楽器である。ヨ、一ロッパでは中世以来声
楽の伴奏用に亦世俗音楽の楽器として各国で盛んに愛用されたが，18世紀頃か
ら衰退していった。そして19世紐にはギターと交替L姿を消した。
　110．平鍋作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．86
　平鍋作りのGeorg　Beckenは1632年10月11目，70歳の時入所。一1639年5且
26日，78歳で死去。6年7ケ月と15目間の在所であった。544番目の兄弟であ
る。
　窓際のベソチに腰を下ろL，木台上の金床で長柄の深鉄鍋をハソマーで叩き
出している。壁には種々な形状のハソマーがかげてあ乱
　彼が製作中のフライパソの柄は非常に長い。一647・（M－L　Fi＆159，商学
313号，p．254）の時のフライバソもそうであった。亦，今迄に出てきた料理人
〔M－I；142．（F蛙140，商学313号，P．225），M－II；13v・，40（商学333号，P・
267；Fig．37，p．303），6一マ．，62（商学335号，p．186；p．187）〕の台処で使用
されている調理容器にも，いつもこの長柄のフヲイバソがあった。その他，台
処で見かける容器とLては，オープソかまどの真上から鈎で吊り下げられてい
る鍾付深丸底鍋と，燃えさかる炎の傍に置かれている壷である。現在の私達の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ75
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　　Fi9．86平鍋作り
（Amb．317b．γ，Bd＝皿＿2，110）
台処で最も普通こ使用Lている両手或いは短かい柄の平底浅鍋が欠げているこ
とに気付く。亦短い柄の鍋や両手鍋を作る職人の図も出てこなかっね
　当時使用のオーブソかまどでは平らな炉面上で炎は大きく強く燃え上ってい
る。従ってこのようた炎で料理する時，短い柄の鍋や柄の無い両手鍋では火傷
の危険があるし，鍋を炉面上に置くと底部から熱することは出来ず，亦炎に包
まれてLまい鍋の申のものを処理することは出来ない。その点長柄のフライパ
ソは，料理人が右足をかまど面の上にのせ，フライパソの長柄を膝で支えなが
ら中のものを調理しているFig．87のように使えぱ安全に，Lかも種々な調理
の手を加えるこどが出来る。長柄のフライバソはこんた工合に使われたのだ。
　現在のような形の鍋類は局所的な火力や小さい強い炎で調理出来るように改
良されたか書どが出現するまでは使えなかったのである。一
776
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　　　　　　　　Fi9．87料理人
（1490年頃ニュルソベルク　ペータ・ヴァーグナー木版画）
　110▽．貴金属細工師
　貴金属細工師であり亦宝石細工師でもあるFriedrich　Direrは1632年10月11
日，84歳の時入所。1633年12月3日，夕方5時死去。545番圓の兄弟である。
　一本足の作業テーブルに向い，ラフ飾り衿，ぴっりLた長袖上着を着て，胸
おおいのついた黒い色の前かけをした彼が窓際のベソチに腰を下ろして細工し
ている。黒い前かけは貴金属の細工肩が散らぱってもすぐ発見し易く便利であ
る。作業テーカレにはふっくらした小型の座布団が置かれ，その上に銀製飾り
壷を横たえて細工している。慎重な手つきで細いタガネを用い模様を彫りつけ
ているところである。この銀製飾り壼と全く同形の金製品が出来上って棚に載
せてある。細工用タガネが沢山入った筒や小槌，コソパスがある。
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　111．大工
　犬工のNiclauB　RoBは1632年12月28日，73歳の時入所。1636年6月28目死
去。564番目の兄弟である。
　彼は長柄の手斧を左肩にかつぎ，右手にカソナ，物指し，曲尺を持ち木骨構
造家屋の前に立っている。右腰には研ぎ棒を吊り下げている。
　112．女子料理人
　女料理人のBarbaraは1632年館の料理人として雇われた。しかし誠実な人
物でたかったので僅か1年間で辞めさせた。1633年退職。
　彼女はどちらかと言えぱ都市風な衣装を身につけ，毛髪が料理中に落ち入ら
ないようにぴっちりとした髪覆いをつけている。そLて大きな錫製深皿を膝の
上にかかえこみ，スープに入れる為か或いはすいとん風団子をつくる為か，大
きなパソを薄く削りこんでいる。
　オーブソなかまど面で火が盛んに燃えさかっている。このかまどの下部には
薪入れのくぽみが造られている。このようなオープソたかまどは18世紀の末頃
まで使用されていた。
　かまどの上敵こある煙出しフードの縁り周りの棚には，縄目のようなひねり
をつげた取手の陶製ジョヅキが伏せて並べてある。これらは兄弟達のピールジ
ョッキで，縄目のひねりはジョッキをLっかりと握りやすくする為のものであ
る。台処に続いた部屋にはベソチが傭えてあり，窓が多くて明るい。館の食堂
のようである。
　11打．古靴修理屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．88
　古靴屋のPhilip　Fe1tは1633年7月30目，75歳の時入所。そして同年8月29
日死去した。547番圓の兄弟である。彼は亦，聖エギィディーソ教会でミサ参
会者の献金を集める係の奉仕人を務めていた。
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　　　　　　　　　　　　　Fig，88古靴修理屋
　　　　　　　　　　　（Amb－3ユ7b．2o，Bd皿＿2，112T．）
　仕事部屋の隅の机には彼の職業，古靴修理屋を示す裁断包丁，より糸玉，靴
の底皮たどが並んでいる。そして修理の了えた一足の靴も見られる。
　その前でラフ飾り衿をし，きちんとした長袖上着に半ズボソ，そしてカプチ
ン頭巾をデフーブレにしている彼が立っている。その手には先端に献金入れの
袋を魚網のように下げた長柄の樟を持ってい乱袋の傍には小鈴が吊るLてあ
る。この樟をミサ参会者の椅子の聞に差し出して，献金を集金Lて廻るのであ
る。彼は兄弟館に来てからも館附属の12使徒礼拝堂で，毎目曜毎に兄弟達から
の献金を集める係を奉仕していねカルトイザー横丁（Kart童user　gasse）を
隔てて館に向き合っている礼拝堂（商学302号，p．168，p．169，Fig．1，Fig．2
参照）は1388年館が創立された当時から存在していて，兄弟達の毎目の生活と
密接に関わっていた。17世紀に入るとこの礼拝堂の改築が始まり，後期ゴチッ
ク様式の革薪的な建物に変わることになった。この改築の為めに兄弟達は毎目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　779
　276　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早稀…匠訂薗…学第337号
3回もミサに集会L猷金箱に所持の一部を猷金Lた。その後献金箱でなく彼の
献金袋に献金するようになった。この図はその時の様子を描いていると思われ
る。
　親方試験に合移出来なかった雇職人逢は，店を出そうにも資本がなく，雇っ
てくれる親方もたい場合，ギルドの許しがあろうと無かろうと，どこかに仕事
を探さねぱならなかっれこのような時，簡単に見つかる活路は修繕の仕事で
あった。しかL靴修理工は新しい靴を作ってはならず，製靴工は修繕Lてはな
らないという厳しい規則があっれ大工の場合にも同様に古い家屋であれぱギ
ルドの幹事らに何らの合意なくとも補惨し，惨繕しその他如何なることでも行
うことが許された。ただし新築を行うことは禁じられていた。
　113．靴屋
　靴屋のAndreas　Reinhartは1633年9月2日，60歳の時入所。1639年6月
14目死去。65歳であった。館には5年9ケ月と12目の在所である。548番目の
兄弟。
　革の前掛けをし，白いシャツの腕をまくった彼は膝の間に挟んだ靴の底まわ
りを縫ってい乱右膝にはふんぱり革が見られる。3足の完成品が窓に吊Lて
あるが，この何れにも慶があるようには見えたい。館の兄弟にしては珍らLく
カプチン頭巾を着用していない。（いままでにカプチソ頭巾を着用Lてない兄
弟に阯II，本稿90▼・m2・の2名があった）。自いシャツの上に着ているチョ
ッキにはスラッシュが入っている。
　113Y．女子料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．89
　女料理人Marosel（通称Kagenh0血erと呼ぱれている）は1633年11月18目，
前任者Barbaraの後任として来所した。そして1637年10月5目の夜8時から
9時の閥に死去した。
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　　　Fig・89女子料理人
（Amb，3ユ7b、γ，Bd皿＿2．1137．）
　兄弟館のようた犬所帯では必要なパソはパソ屋から調達していた。彼女はぴ
っちりしたチョッキ，長スカート，白い前掛げ，そしてラフ飾り衿のある長補
下着の腕をまくり，真白なテーブルカバーのかかっている調理机の上でスープ
用の団子パソをちぎって錫の犬mこ入れてい㌫その傍には犬きた茶色に焼け
たパソ塊が置いてある。彼女の腰には美事な節りがほどこされている鞘入のナ
イフが吊されている。今彼女は大変にきびしい顔付をして立っているが，これ
は館にパソを配んで来たパソ屋が容器にも入れ底いでそのまま持ち込んできた
　　｝ガのを答めて怒っているところなのである。彼女の後ろにはグリーソ色の大きた，
豪華なタイル張りの暖炉（M－II，117・商学335号，P・198参照）があ乱隣
室の台処のオープソかまどのフードには，兄弟達のビール用ジョッキが並んで
いる。
？81
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　114、仕立屋
　仕立屋のHanB　He砒erは163碑4月21目，76歳の時入所。そして同年7
月28日死去した。549番目の兄弟である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ茗サツヤ　美事なラフ飾り衿をし，細かい点々模様のある溝酒な上衣を着げ，カプチ
ソ頭巾をデフーブレにしてい乱X脚の仕事机にひろげた布をラシヤ鋏で裁断
Lている。机の下の犬きな箱には裁ち屠の布が一杯で周辺の床まで散らぱって
いる。
　1147．細密画（イエス・キリストの洗礼）
　ザカリヤの子・洗礼著冒ハネが，メシヤ到来の切迫と罪の償いと悔改めを説
いて，ヨルダソ漢谷沿いに巡回していた時，イエスが冤われ彼に洗礼を求め
た。イエス26歳の夏であった。ヨノレダン川での洗礼を受け了えたとき，天が開
け，鳩の形をした神霊がrこれは私の愛する子・わたしの心にかなう者であ
る」という声をイエスに下Lた。
　115、理事者銅版肖像画
　ニュルソベルク市参事会員のHallersteinのJohames　A1bertus　Ha1lems
は1636年から1654年までメ1■デル家12人兄弟館の理事を務めた。彼は1569年ユ
月2日の生れで，1654年8月18日死去された。
　この額縁入りの銅版画肖像はニュルソベルク市の鍋版画家Andreas　Kho1
の作である。
　1冊、理事者の紋章
　Ha1lersteinのJoham　AIbrecht　Haller殿はニュルソベルク市議会に於て
1636年メソデル家12人兄弟館の理事都こ任命された。そして1654年死去した。
この図は彼の紋章と彼の三人の夫人即ち，Eleonore，旧姓HeroId，（1613
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年没），S伽dersb直hlのFe亘citas　N肚zeI（1629年没），そしてU土sula，
AltenthamとWeyherhausの領主（1602年から1681年までの聞）の出身の
夫人達の紋章である。Haller家の紋章は図中向って左側のものである。
　116v．錠前・鍵鍛冶屋
　錠前・鍵作りのHantz　SpOrmanは1637年6月28日，70歳の時入所。1645
年6月16日死去した。78歳であった。在所期問は8年に121ヨ足らなかった。
550番目の兄弟セある。
　作業机に据えてあるねじ式万力に鍵をくわえ，万力のねじをナットレバーで
締めている。窓の縁には扉の蝶番金具と大きながっしりとした錠前金具が置い
てある。仕事部屋の壁の一部，塗りがはがれていて，レンガ積みの壁にしっく
いの上塗りをほどこLた有様がよく分る。窓を通して丸石を敷きつめた街路の
様子が見られる。石積の出入1コと控え石柱を具えた市壁の傍をヤリをかついで
警備の見り廻中の彼が異蒔同図で描かれている。この見廻りは市民の奉仕義務
である。
　11一．鎖鍛冶屋
　鎖作りのKonradt　Weilerは1637年7月1目，55歳の時入所。1639年12月
目28死去。57歳と6ケ月27目である。在所は2年6ケ月と27目聞であった。
551番員の兄弟である。
　作業机に据えつけた万力の顎に鎖をはさみね1二をスバナで締め，ハソマーで
叩き，太い鉄の丸棒を鎖の輸にしている。種々なタイプと重量のハソマーが用
意されている。天井からフックのついた出来上った鎮がたれている。
117v．女性料理人
Sibyiie　Michelはニュルンベルク近郊のSteinの鍛冶屋Peter　Mlichelの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　783
280　　　　　　　　　　　［早稲囲商学第337号
未亡人である。1637年から1651年の4年閻，女料理人としてメソデル家12人兄
弟館に勤務した。
　113v・の図と殆んど同一の図であ私
　118．靴屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、頸＆90
　靴屋のHans　Gomitzerは1627年，別のもう1つの兄弟館，即ちラソダウア
ー12人兄弟館（商学302号，p．171参照）に入所していたが，1638年76歳の時
心臓の工合を損ね寝こんでしまい，メテソデル12人兄弟館に移管されてきたの
である。1647年10月7目，86歳で死去Lた。彼は小柄で奇形であった。552番
目の兄弟である。
　板壁に沿って置いてある長持に腰を下ろし作業台に向っている。左手に持っ
ている木型の入っている靴はロココ調の婦人用のもので，側面の中央部分に飾
　　　Fig．90靴屋
（Am1〕。317b．グ，Bd皿＿2，118）
784
　　　　　　　　　「メソデル家12人兄弟館の書」について（1◎　　　　　　　281
りの為の深い切れ込みが入り，高い踵がついている。作業台には同じような靴
が沢山並べてある。亦爪先部分が違う色の革で仕上げられた長靴も見られる。
窓の桿には，二色のコソビネシ冒ソ短靴，長靴そして半長靴が吊るしてあ乱
作業台の下の床には裁断した革，材料革が細長い小判形の桶に無雑作につっこ
んである。彼が右手に持っているものはノギスの様な形をした靴屋専用の物指
で，注文者の足の寸法を詳細に測るものである。
　靴に踵がつくようになったのは16世紀後半からバ冒ツク時代にかけてであ
る。宮廷文化が犬変に栄えたルイ14世の時代には男女の靴ともヒールの高いの
が犬いに流行した。Lかし1789年のフラソス革命後は低いヒールに移った。
　118Y．靴屋
　靴屋のStephan　Krotterは1639年2月11日，64歳の時入所。1641年2月7
日，67歳で死去。553番目の兄弟である。
　仕事場は通りか或いは中庭に面したテラスのような場所である。広く開いて
いるテラスの手すりの下部は優美な曲線をLた鉄の柵が並べてある。彼は膝の
間に固定した靴の底を左手に持った針で縫い上げている。右手には糸みちをあ
ける為のキリを掘んでいる。仕事台に無雑作に横たえてある縫い上った靴には
明らかに踵がついている，しかも可成り高いようだ。
　119．皮なめL工
　皮なめし屋のHanB　Schneiddrは1639年6月26目，55歳の時入所。1641年
10月29日午前9時から10時の間に死去。57歳であった。彼は当館の風紀委員を
務めた。554番目の兄弟。
　格子縞の中に更に小さい四角形の模様のあるしゃれた生地の上着と短ズポ1■
を着て，カプチソ頭巾をデフーブレにしその上に白い犬きなカラーをはたやか
にひろげたいでたちは，いかにも館の風紀委員にふさわしいきちっとした姿で
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ある。右手に手かぎ左手に長柄のなめし液用のひしゃくを持って作業室の入口
に立っている。後ろには犬きなためし液の桶と毛ぞり刀が見える。
　1197．金糸作り
金の糸を作る職人のHantz　Wumbは1639年8月23日，65歳の時入所。
1644年4月6目死去。555番目の兄弟である。彼は元来病弱な人物であった。
　この図は全くの肖像画で彼の作業や道具を示すものは一つも描かれていな
い。このような単なる肖像画はこの図が初あてである。
　〔Go1dsp亘nnerを金糸作り（或いは金線作り）としたが，これで良いものか
どうか御教示いただけれぱ幸いと思っている。
　ところで金糸（金線）は織物に織り込んで使用したり，刺しゅうに用いたり，
貴金属細工品に鐘付げして一層筆やかに飾り立てたり或いは象嵌などに使用す
る為の素材である〕。
　120．古靴修理人
　古靴屋のHainrich　Rettigは1640年1月15目，65歳の時入所。1641年2月
22日死去。当館には1年1ケ月と7日閻の在籍であった。556番目の兄弟であ
る。
　前欝の上に修理する靴を載せ，ふんぱり革で固定し縫っている。左の手の甲
には縫針の尻を押すとき手を傷めない為のあて革（手革）がかけてある。手革
の初めての図である。仕事台の下には砥石ボ2本浅い桶に入っている。台の上
にある轍には踵があることがはっきり分る。
1207．櫛作り
櫛作りのGeorg　Schwartzbeckは1640年6月3目，68歳の時入所。I646年
8月6日午後4時死去。75歳であった。当館には6年間に2ケ月不足の在籍で
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あった。557番目の兄弟。
　Schwartzbeck親方が作っている櫛は両歯櫛で，この型の櫛は中世後期から
その童まの形で今目まで使われている。材料にはツゲの木，象牙，雄牛，水牛
の角や骨などが用いられた。中でも象牙は高価な賛沢品である。両歯櫛の中間
部分には浅い浮き彫り彫刻がほどこされたり，亦絵が描かれるなどの飾装がほ
どこされた。例えぽ，キリスト受難の場面が描かれた9世紀頃の礼拝用櫛や，
とりわげ豪華なものでは貴婦人が騎士に賜ったミソネ用の美しい櫛などに見ら
れる。
　今親方は腕をまくり上げて，挽き上げた両歯櫛を磨いている。研磨道具はフ
エルトを張りつけた棒柱である。壁には歯を挽き切る為めの横挽弦のこぎりが
掛げてある。こののこぎりで上手に挽くと象牙を紙のように細かく切り挽くこ
とが出来るそうだ。
　当時のニュルンベルクでは，簡挽き親方になる為めには親方試験用の作品を
作らなくてもよかった。親方の息子が25歳になった時，亦は15年間親方の許で
働いた職人ならぱ親方になることが出来た。
　櫛の分類には種々な仕方がある。歯形から言えぱ両歯形か片歯形か，形態か
らは半円形か三角形，かまぽこ払横形など，用途からは髪挽用，装釦周，ひ
げ用，かつら用そして素材により象牙，牛の角，骨，獣の牙，つげの木，黒壇
　・というようにo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1989．　8．30）
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